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生葉の葉緑素量が多く，葉厚の薄いものほど，抹茶の色は濃鮮緑となる。「おくみどり」の抹茶の色は濃鮮緑で優れる。

炒蒸機とネット型乾燥機を用いて製造した加工用てん茶・抹茶の品種別色の特徴

普及対象・範囲
県内てん茶生産者・流通業者

・加工用てん茶（抹茶），粉末茶などの需要が増加しており，その低コスト生産技術の確立が求められている。

・ここでは，炒蒸機とネット型乾燥機を用いて製造した（以下，新てん茶ライン製と略す）加工用てん茶・抹茶の品種別色の特徴
を明らかにする。

成果の内容

背景・目的

期待される効果

県内の現有品種でてん茶を生産する際に品種選定の参考とする。
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図１ 一番茶生葉の葉緑素量／葉厚と抹茶の色相角度の関係

生葉の葉緑素量が多く，葉厚の薄いものほど，抹茶の色は濃鮮緑と
なる。

「おくみどり」は抹茶の色が他の品種に比べ濃
鮮緑で優れ，加工用抹茶としての適性が高い。

図２ 新てん茶ライン製抹茶と市販抹茶の品質比較
注） 供試抹茶のランクは価格（20g当たり）で，以下のとお

り分類した。上級：1500円以上，中級：700～1500円，
下級：700円未満
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